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教養教育「地域連携参加型学習」報告 
名古屋は外国人にとって優しいまち? 




































その後、フィルフォヴァ先生による報告  <Walking in 




















	 		 	 	






















































































































	 		 	 	


















                                            
2 同上. 
3 同上. 
	 揚げまん棒、みたらし団子など食べ歩きにピッタリなフ	
	 ードが目白押しです。」4	
	
	 ここでも食が強調されているが、名古屋駅から大須への
移動過程に名古屋市美術館・科学館があることもこのルー
トの魅力である。	
	
２−３−４.三時間おすすめ名古屋観光  
	 4 年生の受講生石津は、名古屋駅から３時間で往復でき
る「観光おすすめルート」に円頓寺と大須を選んだ理由を
下記のように書いている。	
	
		「中部国際空港から名古屋駅にたどり着いた外国人観
光客が短時間で回ることができ、英語案内が少なく利用し
難い地下鉄の乗り換えやバスを利用しないコースなので
非常に気軽に楽しむことができます。また名古屋の魅力に
も触れてもらえるように、江戸時代からの古い建築様式を
残す円頓寺商店街や、現代科学からファッショングルメな
ど多彩な魅力を持つ大須・伏見周辺を中心にコース設定し
ました。」5	
	
３．地域連携参加型学習における学びの形態  
	 今回の地域連携参加型学習では、名古屋の町歩きによっ
て問題点を発見し、学生自らが「おすすめ観光ルート」を
考え、交通アクセスと魅力をアピールすることを課題とし
た。旅行ガイドブックを読み慣れている受講生にとって、
最終プレゼンテーション具体的イメージをつかむのは容
易だった。発表会のための資料集めや写真撮影にも学生は
熱心であり、総じて、この授業では学びの方法を学生の自
主性に委ねることができたと言うことができる。	
4 受講生田島大地のレポート. 
5 受講生石津拳のレポート. 
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